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１ 調査概要 

（１）調査目的 

①在宅医療・介護連携推進のための基礎資料として、病院・診療所等の医療機関と居宅介護

支援事業所、訪問介護事業所等の在宅医療・在宅介護に関する運営体制、提供サービスの

情報、及び各関係機関の連携における現状や課題を把握する。 

②調査により把握される在宅医療・介護連携に係る現状から、本市のこれまでの取組の効果

検証を行うとともに、現在の課題の解決に向けた取組の検討を行う。 

（２）調査対象及び有効回収数 

①調査対象は、令和４年４月１日現在、市内で登録のある下記事業所等 

（休止中及び小児科・小児アレルギー科の病院・医科診療所を除く） 

調査票 

No. 
施設種別名 対象箇所数 有効回答数 有効回答率 

１ 
① 病院 25 13 52.0% 

② 医科診療所 455 227 49.9% 

２ 
③ 歯科診療所 353 162 45.9% 

④ 薬局 410 277 67.6% 

３ 

⑤ 訪問看護ステーション 61 37 60.7% 

⑥ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 3 1 33.3% 

⑦ 看護小規模多機能型居宅介護事業所 16 3 18.8% 

⑧ 訪問リハビリテーション事業所 18 12 66.7% 

４ 
⑨ 訪問介護事業所 160 72 45.0% 

⑩ 訪問入浴介護事業所 12 5 41.7% 

５ ⑪ 居宅介護支援事業所 262 186 71.0% 

６ 
⑫ 通所リハビリテーション事業所 40 25 62.5% 

⑬ 通所介護事業所（認知症対応型通所介護含む） 319 198 62.1% 

合   計 2,134 1,218 57.1% 

※施設種別不明を除く 

（３）調査方法 

郵送配付・郵送回収、無記名方式 

（４）調査時期 

令和４年９月１日（木）～９月22日（木） 

（５）報告書の見方 

①ｎ（number of cases の略）は、比率算出の基数であり、100％が何人の回答に相当するか

を示す。 

②回答者が、２つ以上の回答をすることができる質問では、回答件数の合計は回答者数

（100％）を超える。 

③回答は全て百分比（％）で表し、小数点第２位を四捨五入している。そのため、百分比の

合計が100％にならない場合がある。 

④図表において、比率が少ない選択肢については、見出しや比率の表示を省略している。 

（６）集計における主な留意点 

①回答の記載誤りがあったものについて、前後の質問の回答内容等から明らかに正しい回答

が判断される場合は、正しい回答があったものとみなして集計した。 




